
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 24 年 5 月 20 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：世界的に子どもの肥満化と体力低下が進んでいる。子どもの肥満

は成人の肥満に繋がることが報告されており、子どもの肥満の現状について把握し、予防

策を打ち立てることが急務である。経済発展の著しい、東南アジア（インドネシア）と大

洋州（ソロモン諸島）の都市部と農村部に居住する子どもを対象として、身体計測と体力

テストを実施した。都市の子どもは肥満割合が高く、体力低下も顕著であった。また日本

やアメリカの同年齢の子どもと比べて体力テスト成績は低かった。 
 
研究成果の概要（英文）：Decreasing physical fitness level in connection with increasing 
prevalence of overweight/obesity in children and adolescents is a worldwide health issue. 

The objectives of this study were 1) compare body size and body composition of urban 
children and adolescents with their rural counterparts in Central Java, Indonesia and in 
Guadalcanal, Solomon Islands; 2) compare physical fitness performance of urban children 
and adolescents with their rural counterparts and 3) examine the relationship between 
indices of physical fitness and obesity.  

Compared with data from nationwide surveys in the United States and Japan, the urban 
subjects tended to be more obese and their physical fitness performance was poor. On the 
other hand, the rural children had a small body size and poor physical fitness performance 
when compared to the reference data from the other countries. 
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１．研究開始当初の背景 

文部科学省の体力・運動能力調査から、子
どもの体力テストの成績はこの 20 年間で低
下傾向にあることが明らかになった。子ども
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の体力低下は、肥満化と関連が指摘され、と
もに社会問題になっている。この傾向は日本
に留まらず、文化背景が近縁なアジア諸国、
さらに欧米諸国においても、肥満化傾向と関
連して子どもの体力低下が報告されている。 
 子ども期の体組成および生活習慣が、成
人期に影響することが報告されている。し
たがって、子どもの肥満の現状について把
握し、肥満がもたらされた要因・背景を探
り、予防策を打ち立てることが急務である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、東南アジアおよびオセアニア

の都市の子どもたちについて形態、成長、
栄養、身体活動に関するデータを取り、農
村の集団と比較することによって、途上国
の都市部の子どもたちの身体・健康に現在
何が起こっているのかを把握することを目
的とする。 

具体的には、インドネシア(東南アジア)お
よびソロモン諸島（オセアニア）の都市部と
農村部に居住する子どもを対象として、以下
の 3 点に関する調査・測定を実施した。 

 
(1)身体計測により栄養状態を評価、農村－都
市で比較検討。 
(2)標準化された体力テストを実施し、学童の
体力を評価し、比較検討。 
(3)栄養状態（体格および体組成）と体力の関
連について検討。 
 
３．研究の方法 
(1)インドネシア 
インドネシア中部ジャワ州の州都スマラ

ン市に居住する小学 5 年生（10.2±0.28 歳）
82 人（男子 36 人、女子 46 人）および中学
生２年生（12.8±0.41 歳）78 人（男子 46 人、
女子 32 人）を都市の対象者とし、農村の対
象者にはスマラン市から北東約 80kmに位置
するジェパラ地区に居住する小学生 74 人
（9.9±0.83 歳：男子 37 人、女子 37 人）と
中学生 74 人（12.9±0.79 歳：男子 36 人、女
子 38 人）を選定した。 
身体計測（身長、体重、体脂肪率）と体力

テスト（ACSPFT）を行った。身長と体重か
ら BMI を算出し、国際肥満タスクフォース
が提唱する、性・年齢別 BMI カットオフ値
を用いて、対象者を低体重、標準、過体重、
肥満の 4 カテゴリーに分類した。体力テスト
成績は、体力テストに関する豊富なデータの
蓄積があり、同じアジア人集団である日本の
子どもの基準値と比較した。 
 
(2)ソロモン諸島 
ソロモン諸島の首都ホニアラ市中心部に

位置する中学校に通う中学生男子 42人（15.0
±0.8 歳）、女子 51 人（14.5±1.0 歳）を都

市の対象者とした。また、首都から東へ約
50km に位置する東タシンボコ地区の中学校
に通う中学生男子 25 人（15.8±1.1 歳）、女
子 35 人（15.7±1.3 歳）を首都近郊農村（以
下、農村と称する）の対象者とした。 
都市と農村でそれぞれ約 2週間の調査（身

体計測、体力テスト、QOL 質問紙）を行った。
身長と体重から BMI を算出し、対象者を低体
重・標準・過体重・肥満の 4 カテゴリーに分
類した。体力テスト成績は体力テストが整備
されている日本（文部科学省「新体力テス
ト」）およびヨーロッパ（Eurofit）と比較し
た。 
 
４．研究成果 
(1)インドネシア 
①都市の対象者は農村の対象者に比べて身
長は高く、体重は重かった。都市では過体重
および肥満に分類された者の割合は高く、農
村では 0～3%であったのに対し、25%を超えて
いた（28.3～63.0%）。一方、低体重の者の割
合は農村で高く、25%を超えていた（26.3～
59.5%）。 
 
②体力テスト成績は、上体起こし（小中学生、
男女全ての群）とシャトルラン（中学生女子
群）を除き、農村対象者が都市対象者に比べ
て優れていた。また、体力テストの結果から
対象者の体力レベルを５段階に分類したと
ころ、都市の子どもの７～９割が「非常に劣
っている」および「劣っている」と判定され
た。一方、農村ではこの下位２つのカテゴリ
ーに分類された者は 14%（小学生男子）～63%
（中学生女子）だった。 
 
③インドネシア、アメリカ、日本の国民デー
タと比較すると、都市の子どもはインドネシ
アの中で身長が高く、アメリカおよび日本と
比較して肥満化傾向にあった。さらに、日本
の体力テスト基準値と比較しても体力レベ
ルは日本の同年齢の子どもと比べて劣って
いた。都市の子どもは肥満化傾向が顕著で、
それにともなって体力低下が顕在化してい
ると考えられる。 
 
④一方、農村の対象者は、インドネシアの中
では標準的な身長であったものの、アメリカ、
日本と比較すると身長・体重ともに低値を示
した。また、農村の対象者の体力（立ち幅跳
び、男子 50m 走）は、日本の同年齢の子ども
と比べると同程度かやや劣っていた。農村の
子どもの体格、体力（上体起こしを除く）と
もに０～２歳若い日本の子どもの基準値に
相当していたことから、体格レベルに相当す
る体力レベルであったといえる。したがって、
農村対象者の場合、体格および体力が劣って
いるというよりも、（日本と比べて）成長発



Table 1－a.  Means and standard deviation for body size and body composition of urban and rural elementary school 
children 

                 

  Boys 

P 

 Girls 

P   Urban (n = 36)  Rural (n = 37)   Urban (n = 46)  Rural (n = 37)  

   Mean SD  Mean SD   Mean SD  Mean SD  

Age（years）  10.2 0.26  10.0  0.71  0.08  10.2 0.30   9.9 0.95  0.06 

Height(cm)  138.1 4.79  131.2 5.1  

<0.00

1  136.9 6.23  134.6 7.56  0.14 

Weight(kg)  37.6 11.23  25.1 4.17  

<0.00

1  34.1 8.76  27.8 5.10   

<0.00

1 

BMI(kg/m²) *  19.5 4.89  14.5 1.55  
<0.00
1  18.1 3.82  15.3 1.88  

<0.00
1 

%fat(%)  25.5 8.0   14 2.29  
<0.00
1  26.4 4.54  21.9 1.49  

<0.00
1 

Fat free 

mass(kg)  27.2 5.26  21.5 3.08  

<0.00

1  24.8 4.95  21.7 3.76  <0.01 

＊：Body mass index : Weight（kg）÷Height（m）²      

 

育が遅延していたと判断できる。 
 
⑤体格・体組成の指標（BMI および%fat）と
体力テスト成績の相関関係をみると、スピー
ド（50m 走）、筋力（立ち幅跳び、懸垂、上体
起こし）、敏捷性（4×10m シャトルラン）、持
久力（長距離走）において有意な負の相関関
係がみられた。対照的に、体格・体組成と柔
軟性（立位体前屈）との間には性別や地域に
関係なく有意な相関関係はみられなかった。
これらの結果はいずれも先行研究の知見を
支持している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 1．都市・農村小学生の体格評価 
 
⑥結論 
１．都市の対象者は肥満割合が高く、体力低
下も顕著であった。一方で農村対象者は低体
重の者の割合が高く、体力テスト成績は都市
の対象者に比べ優れていた。 
２．都市の対象者は社会経済レベルが高い集
団であり、国内および海外の国民データと比
較して、顕著な肥満化傾向がみとめられた。
肥満化傾向にともない体力レベルの低下も
重篤であった。この状態が維持されると、成
人期に生活習慣病の罹患が懸念される。 
３．農村の対象者は、インドネシアでは標準
的な身長であったものの、アメリカ、日本の
同年齢の子どもと比べて体格は小さく、体力
（立ち幅跳び、男子 50m 走）は同程度かやや
劣っていた。体格・体力（上体起こしを除く）
ともに日本人の１，２歳若年齢の基準値に相

当し、バランスしていたため、成長・発育の
遅延による相対的な体力低下とみなすこと
ができる。 
 
(2)ソロモン諸島 
①年齢は男女ともに農村対象者が有意に高
かったが、身長、体重ならびに BMI では有意
な地域差はなかった。同地域で性差をみると、
両地域ともに身長は男子が有意に高く、体重
には差はみとめられなかった。身長と体重か
ら算出した BMIでは両地域ともに女子が有意
に高値を示した。 
 
②国際肥満タスクフォース （International 
Obesity Task Force：IOTF）が提唱している
小児の性・年齢別の BMI カットオフ値を使用
して、対象者をそれぞれ低体重、標準、過体
重、肥満の 4 カテゴリーに分類した。「標準」
に分類された者は 67%（都市女子）から 100%
（農村男子）にばらついた。地域差をみると
農村ではみられなかった「やせ」が都市では
観察された。しかし、割合の差は有意ではな
かった。一方、両地域とも有意な性差がみと
められた。女子は男子に比べて肥満化傾向を
示した。とくに都市の女子は 3割弱（29.4%）
が過体重または肥満に該当した。 
 
③都市男子の上体起こしは農村の男子と比
較して有意に高値を示したが、上体起こし以
外の種目では有意な地域差はみられなかっ
た。男子と同様に、都市女子の上体起こしは
農村と比較して有意に高かった。立ち幅とび
では農村が有意に高値を示した。握力、長座
体前屈では男子同様、地域差はみられなかっ
た。 
 
④同性、同年齢の日本人リファレンスデータ
と対象者の体力テスト測定値を比較したと
ころ、全般的に対象者の体力テスト成績は日
本人リファレンスデータより低値であった。
男子では全ての種目で有意に低値を示した
一方、女子では握力は都市でも農村でも日本
人より有意に高値だったが、他の３種目は男
子と同様に日本人より有意に低かった。 
 
⑤結論 
１．BMI による体格判定の結果から、対象集
団の女子において、成人女性でみられる肥満
化傾向がすでにスタートしていることが示
された。 
２．予想に反して、農村の対象者の体力水準
が都市と比較して高くなかった。日本との比
較から、対象者の体力は過小評価された可能
性があることが示唆された。 
３．子どもの体力を適正に評価するためには
対象地域の文化や慣習を踏まえた体力テス
トを考案し、実施する必要がある。 

表 1．都市・農村小学生の体格と体組成 



 
表 2．都市・農村中学生の体格 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2．都市・農村男子中学生の握力（日本人との比較） 
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  男子  女子 

 都市 (n = 42)  農村 (n = 25) 
P 

 都市 (n = 51)  農村 (n = 35) 
P 

 平均 
標準偏

差 
 平均 

標準偏

差 
 平均 標準偏差  平均 標準偏差 

年齢（歳） 15.0**  0.8   15.8  1.1  < 0.001  14.5  1.0   15.7  1.3  < 0.001 

身長（cm） 164.1***  6.0   163.7***  7.0  0.80   157.6  4.7   155.9  5.5  0.13 

体重（kg） 52.6  7.5   54.8  7.5  0.25  55.5  9.6   52.2  6.2  0.08 

BMI 19.5***  2.4   20.4*  1.8  0.12  22.4  3.9   21.5  2.2  0.22 
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